
           

 

 

 

 

                       

 
 
 
 

貨
物
会
社
、
関
連
会
社
で
働
く
組
合
員
と
家
族
の
皆
さ
ん 

 
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

日
頃
か
ら
職
場
環
境
改
善
、
組
織
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

１
２
月
８
日
に
発
生
し
た
青
森
県
東
方
沖
地
震
に
お
い
て
は
、
後
発
地
震
注
意
情
報
が
発
表
さ

れ
る
な
ど
、
今
後
巨
大
地
震
へ
の
備
え
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
防
災
意

識
を
今
一
度
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
社
会
は
失
わ
れ
た
３
０
年
の
下
で
経
済
成
長
が
止
ま
り
、
賃
金
が
上
が
ら
ず
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
民
党
政
治
の
経
済
無
策
が
も
た
ら
し
た
物

価
高
騰
は
国
民
生
活
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、
１
０
月
の
消
費
者
物
価
は
３
．
０
％
の
上
昇
と
な

る
な
ど
、
５
０
ヵ
月
連
続
で
上
昇
し
、
実
質
賃
金
は
９
ヵ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

貨
物
会
社
は
「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
の
中
で
の
追
い
風
を
受
け
、
中
期
経
営
計
画
２
０

２
６
の
期
間
内
に
輸
送
力
増
強
の
た
め
の
設
備
投
資
支
援
と
し
て
、
１
９
３
億
円
の
無
利
子
融
資

が
行
わ
れ
、
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
収
入
１
２
４
０
億
円
、
積
載
率
７
６
．

５
％
の
数
値
目
標
を
設
定
し
総
合
物
流
企
業
グ
ル
ー
プ
へ
の
進
化
と
、
不
動
産
事
業
の
展
開
を
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。 

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
よ
る
輸
送
障
害
の
多
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
上
昇
な
ど
動
力
費
、
物

件
費
の
上
昇
は
、
最
早
社
員
の
努
力
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
事
業
計
画
の
下
方
修
正
や

計
画
未
達
を
社
員
犠
牲
で
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
経
営
姿
勢
は
認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

２
０
２
６
春
闘
で
は
、
職
場
で
奮
闘
す
る
社
員
へ
の
還
元
を
第
一
に
、
生
活
改
善
に
向
け
た
闘

い
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
９
年
４
月
に
導
入
さ
れ
た
新
し
い
人
事
制
度
は
、
評
価
基
準
の
曖
昧
さ
や
評
価
者
の
資

質
に
よ
り
結
果
が
左
右
さ
れ
、
社
員
の
不
満
の
高
ま
り
と
矛
盾
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
６

５
歳
定
年
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
基
準
額
に
到
達
後
の
１
割
昇
給
、
６
０
歳
以
降
の
勤
務
の

在
り
方
な
ど
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
社
員
は
評
価
制
度
の
狭

間
で
競
争
に
縛
ら
れ
、
改
善
さ
れ
な
い
労
働
条
件
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
に
繋
が
り
、
労
働
組

合
不
要
論
が
加
速
す
る
な
ど
、
労
働
運
動
そ
の
も
の
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

自
民
党
の
金
権
腐
敗
政
治
に
対
す
る
国
民
の
批
判
が
高
ま
り
、
少
数
野
党
に
転
落
す
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
公
明
党
の
政
権
離
脱
に
伴
い
、
自
民
・
維
新
で
発
足
し
た
高
市
政
権
は
、
女
性
初

の
総
理
誕
生
で
イ
メ
ー
ジ
刷
新
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
時
代
に
逆
行
す
る
政
治
姿
勢
に
対

し
、
国
民
や
近
隣
諸
国
か
ら
の
警
戒
感
は
強
く
、
矛
盾
は
一
層
強
ま
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
政
治
の
歴
史
的
岐
路
に
立
つ
今
、
戦
後
最
悪
の
暴
走
政
治
を
阻
止
す
る
た
め
、
広
範
な
労

働
者
と
連
帯
し
国
民
運
動
を
大
き
く
発
展
さ
せ
、
２
０
２
６
春
闘
で
は
大
幅
賃
上
げ
獲
得
、
労
働

法
制
改
悪
反
対
、
社
会
保
障
制
度
の
充
実
、
弱
者
切
り
捨
て
反
対
、
憲
法
９
条
破
壊
の
大
軍
拡
と

反
動
政
治
を
許
さ
ず
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
に
全
力
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

国
労
要
求
の
実
現
に
向
け
引
き
続
き
全
国
の
職
場
か
ら
運
動
を
強
化
し
、
全
国
貨
物
協
議
会
が

そ
の
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
新
春
の
挨
拶
と
致
し
ま
す 

全
国
貨
物
協
議
会
議
長 

因
泥 
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副議長  西尾  豊 

事務長  榊  正明 
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議 長  森岡 英夫 

副議長  長谷川正志 

副議長    木村 忠義 

副議長  和田 政範 

副議長  松吉 祐典 

事務長  中村  誠 

東北貨物協議会 

議 長   石戸谷 満 

副議長   高橋   毅 

副議長   小野  孝二 
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事務長   千葉 克己 


